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〈写真・菊地信夫〉

　「みんながともに生きるまち」をテーマにした第２８回ともしびポスターコンテストに
は、１，８９１点もの心あたたまる作品が寄せられた。
　大賞を受賞した厚木市立毛利台小学校６年生の大内莉奈さんのポスターのタイトルは
「笑顔あふれる私のまち」。今回、コンテストのテーマから題材を考えたとき、頭に浮か
んだのがみんなの「笑顔」だった。「みんなが笑顔になるには、あいさつを交わすことや
声をかけることが大切だと思うんです」と話す大内さん。普段から、困っている子に声
をかけたり、下級生の面倒をよく見たりするよう心がけている。
　ポスターに描かれている登場人物は大内さんの家族をイメージしており、背景のひま
わりも庭に咲くものだという。絵の中の車いすについては、「夏休みの自由研究で調べ
たり、学校の総合学習の時間に実際にさわってみたりしたことがあります。それにお父
さんがケガをしたときに使っていたのを見ていたから上手く描けたのかな」とはにかむ。
　今一番熱中していることはソフトテニス。来年入学する中学校ではソフトテニス部に
入りたいという。「絵もスポーツも一生懸命な大内さんの周りには、いつもたくさんの
友達の笑顔がありますよ」と担任の先生が話すように、大内さんの笑顔はポスターのひ
まわりのように元気いっぱいだった。
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第
二
回
神
奈
川
県
成
長
力
底
上
げ
戦
略

会
議
〜
福
祉
人
材
の
確
保
に
む
け
て

　

経
済
成
長
を
下
支
え
す
る
基
盤
（
人
材

能
力
、
就
労
機
会
、
中
小
企
業
）
の
向
上

を
目
指
し
、
国
は
「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
」

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る

十
二
月
十
八
日
、
前
回
開
催
以
降
の
国
・

県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
第
二
回
の
神
奈
川

県
版
の
円
卓
会
議（
主
催
は
厚
生
労
働
省
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
国
及
び
県
の
関
連

施
策
の
説
明
の
ほ
か
、
産
業
・
労
働
界
、

福
祉
関
係
等
の
出
席
者
の
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
一

回
の
円
卓
会
議
（
六
月
十
一
日
開
催
）
に

て
本
会
の
林
会
長
が
提
言
し
た
、
主
に
若

年
層
向
け
の『
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
』（
※
）

の
対
象
を
拡
大
し
、
母
子
世
帯
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
対
象
者
も
利
用
で
き
る
よ

う
提
案
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
施
策
化
の

検
討
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
実

習
先
に
は
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
人
材
確

保
が
困
難
な
福
祉
分
野
も
対
象
と
し
て
ほ

し
い
旨
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
中
小
企
業
関
係
者
か
ら
の

「
国
へ
の
要
望
は
す
る
も
の
の
中
小
企
業

恭　

賀　

新　

年

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会会

長　

林　

英
樹

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
介
護
保
険
法
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
の
動
き
が
あ
る
な
ど
県
民
生
活
と
直
結
す
る

福
祉
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
一
方
、
福
祉
現
場
で
の
人
材
不
足
も
深
刻
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

反
面
、
い
わ
ゆ
る
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
と
い
わ
れ
て
い
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
退
職
が
始
ま
り
、
シ

ニ
ア
関
連
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
新
た
な
動
き
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
済
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
単
に
成
長
率
だ
け
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
着
実
か
つ
安
定
し

た
成
長
と
し
て
質
を
高
め
て
い
く
気
運
が
大
き
な
流
れ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
の
分
野
に
お
き

ま
し
て
も
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
双
方
に
お
い
て
従

来
に
な
く
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
活
動
推
進
計
画
の
目
標
に
掲
げ
た
「
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
公
私
協
働
の

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
向
け
、
こ
う
し
た
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
事
業
評

価
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
と
も
し
び
運
動
新
行
動
指
針
を
も
と
に
県
民
が
福
祉
活
動
に
参
加

し
や
す
い
土
壌
に
む
け
て
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
着
実
に
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
様
に
よ
り
良
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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十
年
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
全
国
大
会
へ
の
参
加
を
推
薦
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
平
成
二
十
二
年
に
は
、
本

県
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
決

ま
っ
て
お
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
注
目
が

高
ま
り
ま
す
。

職
業
技
能
を
競
い
合
っ
て
〜
第
五
回
神

奈
川
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会
〜
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
神
奈
川
二
〇
〇
七
開
催
〜

　

障
害
の
あ
る
方
々
が
日
頃
、
職
場
や
学

校
で
培
っ
た
職
業
技
能
を
競
い
合
う
第
五

回
神
奈
川
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会
（
通

称：

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
神
奈
川
二
〇
〇

七
）
が
、
十
二
月
一
日
、
相
模
原
市
の
神

奈
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
の
あ
る
方
の

職
業
能
力
の
向
上
、
ま
た
障
害
の
あ
る

方
々
に
対
す
る
社
会
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
雇
用
の
促
進
と
地
位
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
大
会
で

は
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
木
工
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
喫

茶
サ
ー
ビ
ス
、
縫
製
、
紙
工
な
ど
の
十
二

部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
、
総
勢
九
十
九
名

の
選
手
が
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

紙
工
部
門
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
仕

切
り
を
組
み
立
て
る
作
業
の
速
さ
と
正
確

さ
が
競
わ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
競

技
の
様
子
に
多
く
の
来
場
者
が
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
演
に
よ
り
接
客
技

術
を
競
う
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
、
競

技
開
始
の
合
図
と
と
も
に
会
場
内
が
緊
張

感
に
包
ま
れ
、
来
場
者
も
息
を
の
ん
で
選

手
た
ち
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
競
技
の
他
に
も
、
障
害
者

雇
用
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展

示
や
講
演
会
が
設
け
ら
れ
、
講
演
会
で
は

川
崎
市
高
津
区
に
あ
る
特
例
子
会
社
㈱
富

士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
ハ
ー
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
、
障

害
の
あ
る
方
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
同
社
が
構
築
し
た
「
目
で
見

る
（
絵
柄
）
管
理
手
法
」
な
ど
の
取
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
各
部
門
の
優
勝
者
は
平
成
二

と
な
る
よ
う
な
実
践
的
な
活
動

◇
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
貢
献
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

◇
原
則
と
し
て
、
対
象
と
な
る
活
動
年
数

が
継
続
し
て
二
年
以
上
あ
る
こ
と

【
表
彰
の
種
類
】

①
か
な
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
大
賞

②
か
な
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
奨
励

賞
（
事
業
者
部
門
、
個
人
・
団
体
部
門
）

【
副
賞
】

　

大
賞
十
万
円
、
奨
励
賞
各
五
万
円

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
応
募
書
に
よ
り
郵
送
又
は
持
参

（
自
薦
・
他
薦
い
ず
れ
で
も
応
募
可
能
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/osira

se/kodom
okatei/jisedai/hyousyou/

taisyousousetu.htm
l

【
応
募
の
締
切
】

　

平
成
二
十
年
二
月
八
日
（
金
）

【
選
考
及
び
結
果
の
発
表
等
】

　

審
査
会
に
よ
る
一
次
審
査
を
経
て
、
知

事
が
決
定
し
、
二
月
下
旬
に
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

神
奈
川
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課

　

�　

－

　

－

４
６
６
６

０４５

２１０

自
身
も
運
営
改
善
の
自
己
努
力
を
進
め
て

い
く
」
と
の
発
言
に
関
連
し
、
国
の
社
会

保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
作
業
部

会
で
出
さ
れ
た
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
た

①
適
正
に
人
件
費
を
配
分
で
き
る
事
業
運

営
モ
デ
ル
の
確
立
と
②
介
護
報
酬
の
地
域

格
差
設
定
の
流
れ
に
つ
い
て
言
及
し
、
介

護
労
働
の
改
善
に
向
け
て
厚
生
労
働
省
内

の
各
部
局
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
旨
期
待
を
込
め
て
発
言
し
ま
し
た
。

※
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
と
は
、
企
業
に
お

け
る
実
習
訓
練
と
教
育
訓
練
機
関
に
お
け

る
座
学
と
を
一
体
的
に
組
み
合
わ
せ
た
教

育
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
若
年
者
を 

職
業
人
に
育
て
る
新
た
な
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
で
す
。

手際よくダンボール箱の仕切り
が組み立てられていきます

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
大
賞
」創
設

　
　
 
〜
表
彰
候
補
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
か
な
が
わ
ぐ
る
み
で
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
事
業
者
や
個
人
・
団
体
の
活

動
を
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

【
対
象
】

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
取
組
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
神
奈
川
県
内
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
、
個
人
又
は
団
体

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
活
動
の
モ
デ
ル
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福 祉 の 動 き
123456

福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
厚
生
労
働
省
、
平
成　

年
度
の
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
計
値
を
と
り
ま
と
め
、
出
生
数
は
１
０
８
万
６
０
０
０
人
で
、
昨
年
よ
り
２
万
３
０
０
０
人
増
と
発
表
。

１８

○
児
童
虐
待
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、
児
童
相
談
所
運
営
指
針
な
ど
を
改
正
。明
確
で
な
かっ
た
目
視
に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
認
の
期
限
を
、
通
告
受
理
後「　

時
間
以
内
」と
明
記
。

４８

○
中
央
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
２
０
０
６
年
度
上
半
期
職
業
紹
介
実
績
報
告
に
よ
る
と
平
均
有
効
求
人
倍
率
が
１
・　

倍
と
な
り
、
前
年
の
同
時
期
に
比
べ
０
・　

ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
た

４６

４８

こ
と
が
明
ら
か
に
。特
に
高
齢
者
福
祉
・
介
護
分
野
は
１
・　

倍
と
高
く
、
人
材
難
が
深
刻
化
に
。

９８

◇
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
就
業
支
援
施
設「
シ
ニ
ア
・
ジ
ョ
ブ
ス
タ
イ
ル・
か
な
が
わ
」が
オ
ー
プ
ン
。

★
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
。応
募
点
数
は
１
万
４
８
４
篇
。②

○
熊
本
市
の
慈
恵
病
院
の
国
内
初
の「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」の
設
置
を
同
市
に
申
請
し
た
問
題
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
設
置
を
認
め
る
考
え
を
市
側
に
示
し
た
。

○
内
閣
府
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）の
被
害
者
の
自
立
支
援
等
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
ま
と
め
、
被
害
者
の
３
人
に
２
人
が
月
収　

万
円
未
満
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
や
、
１
人

１５

の
被
害
者
が
複
数
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。

★
介
護
保
険
の
改
正
で
今
年
度
か
ら
導
入
が
決
ま
っ
た
介
護
職
員
基
礎
研
修
を
本
会
で
も
実
施
。

★
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
機
器
等
活
用
ビ
デ
オ
を
製
作
。②

○
乳
幼
児
へ
の
児
童
手
当
の
増
額
等
を
盛
り
込
ん
だ「
改
正
児
童
手
当
法
」、
参
院
本
会
議
で
可
決
成
立
。

○
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
国
会
に
提
出
。

◇
津
久
井
郡
城
山
町
と
同
郡
藤
野
町
が
相
模
原
市
に
編
入
合
併
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
人
口
が
政
令
指
定
都
市
昇
格
要
件
の　

万
人
を
超
え
た
。

７０

◇
県
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
条
例
」を
制
定
。　

月
に
施
行
予
定
。

１０

★
自
助
具
啓
発
冊
子「
自
助
具
っ
て
何
？
」を
発
行
。③

★
県
社
会
福
祉
会
館
に「
と
も
し
び
シ
ョッ
プ
ス
マ
イ
ル
」開
店
。④

○
訪
問
介
護
事
業
の
大
手
３
社
に
よ
る
介
護
報
酬
不
正
請
求
が
発
覚
。厚
生
労
働
省
は
広
域
事
業
展
開
の
訪
問
介
護
事
業
所
の
虚
偽
指
定
申
請
に
つ
い
て
速
や
か
に
監
査
す
る
よ
う
都
道

府
県
に
通
知
。

○
内
閣
府
が
実
施
し
た「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調
査
」に
お
い
て
、
国
が
決
め
た「
障
害
者
週
間
」に
つ
い
て
、「
知
ら
な
い
」と
答
え
た
者
の
割
合
が　

・
５
％
に
達
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

７２

○
内
閣
府
の「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
」、
防
災
と
福
祉
の
各
関
係
部
局
と
の
平
常
時
か
ら
の
連
携
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る
内
容
に
。

○
政
府
の
多
重
債
務
者
対
策
本
部
は
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
、
母
子
寡
婦
福
祉
貸
付
金
等
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
充
実
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
策
定
。

◇
県
、
知
的
に
障
害
の
あ
る
方
を
、
県
庁
内
の
文
書
集
配
や
印
刷
等
を
主
な
業
務
と
し
て
雇
用
。

◇
県
立
保
健
福
祉
大
学
、
高
度
専
門
職
の
育
成
を
目
指
し
た
大
学
院
を
開
設
。

★
と
も
し
び
運
動「
新
行
動
指
針
」（
素
案
）へ
の
意
見
募
集
。④

○
児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
児
童
相
談
所
に
家
庭
へ
の
強
制
立
ち
入
り
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
が
可
決
成
立
。２
０
０
８
年
４
月
か

ら
施
行
。

○
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議「
成
長
力
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
お
い
て
、
母
子
世
帯
や
被
保
護
世
帯
、
障
害
者
な
ど
が
就
労
に
よ
る
自
立
・
生
活
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る「
就
労
支

援
戦
略
」を
進
め
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

○
厚
生
労
働
省
、
２
０
０
６
年
度
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
障
害
者
の
就
職
件
数
が
初
め
て
４
万
件
を
超
え
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

○
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
に
お
い
て
、
福
祉
関
連
領
域
の
人
材
確
保
も
図
る
等
の
福
祉
人
材
確
保
指
針
見
直
し
の
骨
子
案
を
示
し
た
。

○
共
同
募
金
運
動
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
た
中
央
共
同
募
金
会
企
画
・
推
進
委
員
会
は
、「
市
民
が
集
め
て
市
民
が
使
う
」と
い
っ
た
循
環
す
る
サ
イ
ク
ル
に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
答

申
を
行
っ
た
。

○
厚
生
労
働
省
、
２
０
０
６
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
前
年
比
０
・　

ポ
イ
ン
ト
増
の
１
・　

に
な
っ
た
な
ど
と
す
る
人
口
動
態
統
計（
概
数
）を
発
表
。

０６

３２

○
仮
出
所
者
ら
の
再
犯
防
止
の
た
め
保
護
観
察
を
強
化
す
る
更
生
保
護
法
が
、
参
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。　

年
６
月
ま
で
に
施
行
。

０８

○
内
閣
府
、
少
子
化
対
策
に
役
立
て
る
た
め
に　

月
の
第
３
日
曜
日
を「
家
族
の
日
」と
定
め
、
そ
の
日
を
挟
ん
だ
前
後
１
週
間
を「
家
族
の
週
間
」と
し
て
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
企
画
し
て
い
く
と
発
表
。

１１

○
２
０
０
７
年
版「
障
害
者
白
書
」が
閣
議
決
定
。特
に
精
神
障
害
を
持
つ
人
の
数
が
２
０
０
５
年
に
約
３
０
３
万
人
と
初
め
て
３
０
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
自
殺
対
策
の
指
針「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」閣
議
決
定
。早
期
対
応
人
材
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
民
生
・
児
童
委
員
を
挙
げ
研
修
を
行
う
こ
と
が
重
点
施
策
に
。

★
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
検
討
委
員
会
報
告
書
ま
と
ま
る
。⑥

★
第
６
回「
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
」、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
。⑦

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

▽
大
手
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
、
消
費
期
限
切
れ
牛
乳
使
用
で
洋
菓
子
販
売
を
休

止▽
宮
崎
県
知
事
に
タ
レ
ン
ト
の「
そ
の
ま
ん
ま
東
」氏
、
初
当
選

▽
パ
ソ
コ
ン・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ・
ビ
ス
タ
」発
売

さ
れ
る

▽
１
月
末
時
点
の
携
帯
電
話
等
の
契
約
台
数
が
１
億
台
を
突
破
。人
口
普
及

率
は　

・
５
％

７８

▽
国
内
初
の
大
都
市
マ
ラ
ソ
ン
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
７
」
開
催
。３
万
人
が

参
加

▽
北
海
道
夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
移
行

▽
平
年
よ
り　

日
遅
く
、
都
心
で
初
雪
を
観
測

７３

▽
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
の
地
震
発
生
。石
川
県

輪
島
市
等
で
震
度
６
強
を
観
測

▽
俳
優
の
植
木
等
さ
ん
死
去
。享
年　

歳
８０

▽
新
潟
県
新
潟
市
と
静
岡
県
浜
松
市
が
政
令
指
定
都
市
に
移
行

▽
改
正
学
校
教
育
法
施
行
に
よ
り
助
教
授
が「
准
教
授
」に

▽
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
銃
の
乱
射
事
件
発
生
。ア
メ
リ
カ
犯
罪
史
上
最
多
の
犠
牲
者
に

▽
社
保
庁
加
入
記
録
、
該
当
者
不
明
が
５
０
０
０
万
件
に

▽
総
務
省
、
２
０
０
６
年　

月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
で
は
、
昭
和
生
ま
れ

１０

が
は
じ
め
て
１
億
人
を
割
っ
た
と
発
表

▽
全
国
の
小
学
６
年
、
中
学
３
年
対
象
に
し
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
、　

年
ぶ
り
に
実
施

４３

▽
国
連
部
会
、
地
球
温
暖
化
報
告
書
を
採
択

▽
農
林
水
産
大
臣
、
議
員
宿
舎
内
で
首
つ
り
自
殺

▽
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人
軍
、
史
上
初
め
て
の
通
算
五
千
勝
を
達
成

▽
大
相
撲
第　

代
横
綱
・
白
鵬
が
誕
生

６９

▽
日
本
に
住
む
外
国
人
登
録
者
数
は　

年
末
現
在
で
２
０
８
万
と
過
去
最

０６

高
を
記
録

▽
前
大
阪
府
知
事
・
タ
レ
ン
ト
横
山
ノッ
ク
さ
ん
死
去
。享
年　

歳
７５

▽
９
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
て
い
る
自
殺
者
数
の
減
少
を
図
る
た
め
、

「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」を
閣
議
決
定

▽
東
京
都
渋
谷
区
で
、
女
性
専
用
温
泉
施
設
の
別
棟
が
爆
発
し
て
全
壊

▽
サ
ッ
カ
ー
く
じ
、
史
上
初
の
６
億
円
飛
び
出
す

▽
国
連
人
口
基
金
、　

年
版
の
「
世
界
人
口
白
書
」
を
発
表
。世
界
の
人
口

０７

は
、
７
５
６
０
万
人
増
え
、　

億
１
５
９
０
万
人
に

６６

▽
自
民
党
元
首
相
の
宮
沢
喜
一
さ
ん
死
去
。享
年　

歳
８７

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き
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○
厚
生
労
働
省
、「
福
祉
人
材
確
保
指
針
」の
案
を
ま
と
め
、
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
に
提
示
。介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
者
を
報
酬
で
評
価
す
る
仕
組
み
や
、
人
員
配
置
基
準
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、
定
期
的
に
評
価
検
証
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
等
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

○
民
生
委
員
制
度
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
済
世
顧
問
制
度
が
誕
生　

年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会　

周
年
記
念
大
会
を
開
催
。

９０

９０

○
全
国
の
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
２
０
０
６
年
度
の
虐
待
相
談
件
数
が
、
過
去
最
多
の
３
万
７
３
４
３
件
に
。

○
虚
偽
の
指
定
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
事
業
か
ら
撤
退
す
る
訪
問
介
護
最
大
手
会
社
が
、
事
業
の
移
行
計
画
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
、
了
承
さ
れ
る
。

◇
県
、
新
し
い
総
合
計
画「
神
奈
川
力
構
想
」の「
基
本
構
想
」と「
実
施
計
画
」を
策
定
。

◇
県
、
県
内
の
大
手
訪
問
介
護
事
業
所
の
不
適
正
な
人
員
配
置
に
対
し
、「
人
員
基
準
違
反
」を
指
摘
、「
再
発
防
止
」の
文
書
指
導
を
行
う
。

◇
県
教
育
委
員
会
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
高
校
生
の
県
立
高
校
受
入
れ
支
援
策
を
発
表
。

★
本
会
な
ら
び
に
３
市
社
協
の
職
員
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
展
開
。⑨

○
訪
問
介
護
最
大
手
会
社
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
住
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、
介
護
業
界
の
別
の
会
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
定
。

○
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
、
全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対
象
に「
介
護
労
働
実
態
調
査
」の
結
果
を
ま
と
め
、
一
年
間
の
離
職
者
約
３
万
６
０
０
０
人
の
う
ち
、
勤
続
年
数
が
１

年
未
満
だ
っ
た
人
は
４
割
以
上
、
３
年
未
満
で
８
割
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
厚
生
労
働
省
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
間
で
締
結
し
た
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）に
基
づ
き
、
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
の
受
け
入
れ
を
２
年
間
で
合
計
１
千
人
を
上
限
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
。

◇
県
、
療
養
病
床
再
編
後
の
地
域
の
受
け
皿
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
医
療
の
必
要
量
を
見
込
む「
地
域
ケ
ア
体
制
整
備
構
想（
仮
称
）」の
素
案
を
ま
と
め
る
。

◇
相
模
原
市
、
介
護
家
族
を
支
援
し
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ご
う
と
、　

時
間
体
制
で
相
談
に
応
じ
る
無
料
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
。

２４

★
本
会
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
意
向
調
査
キ
ッ
ト
」提
供
開
始
。⑤

○
国
内
の
一
〇
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
初
め
て
３
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で
わ
か
っ
た
。

○
厚
生
労
働
省
が
高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行
後
に
初
め
て
行
っ
た
２
０
０
６
年
度
の
全
国
調
査
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
が
家
庭
内
で
１
万
２
５
７
５
件
、
施
設
内
で　

件
発
生
し
て

５３

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

○
国
連
本
部
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
が
障
害
者
権
利
条
約
に
署
名
。こ
れ
に
よ
り
条
約
の
定
め
る
法
的
義
務
に
あ
わ
せ
国
内
法
を
変
え
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
に
。

○
厚
生
労
働
省
、
全
国
の
自
治
体
が
策
定
し
た
障
害
福
祉
計
画
を
集
計
し
、
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
施
設
入
所
者
の
削
減
目
標
を
１
万
１
０
０
０
人
に
す
る
と
発
表
。

○
地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
社
協
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
地
域
福
祉
に
関
連
の
深
い
既
存
の
施
策
を
見
直
し
と
法
改
正
も
視
野
に
、
厚
生
労
働
省
が「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」を
設
置
。

◇
県
内
の
介
護
保
険
利
用
者
の
介
護
事
故
が
、
２
０
０
６
年
度
の
件
数
は
約
７
、
８
０
０
件
、
死
亡
者
数
は
１
５
８
人
と
過
去
最
多
に
。

★
県
・
伊
勢
原
市
合
同
総
合
防
災
訓
練
実
施
。本
会
・
市
町
村
社
協
も
参
加
し
、「
情
報
伝
達
訓
練
」等
を
実
施
。⑩

○
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
２
０
０
５
年
度
の
年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
給
付
費
が　

兆
９
１
５
０
億
円
、
国
民
１
人
当
た
り
の
給
付
費
は　

万
８
１
０
０
円
だ
っ

８７

６８

た
と
発
表
。今
回
も
過
去
最
高
を
更
新
。

○
厚
生
労
働
省
の
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
結
果
に
よ
る
と
２
０
０
５
年
の
母
子
世
帯
の
平
均
年
収
は
２
１
３
万
円
で
全
世
帯
平
均
の
４
割
未
満
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
。

○
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
臨
時
国
会
で
成
立
。改
正
法
の
公
布
後
５
年
を
め
ど
に「
准
介
護
福
祉
士
」の
検
討
規
定
を
盛
り
込
む
修
正
案
で
可

決
さ
れ
、
付
帯
決
議
は　

項
目
に
。

１１

★
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
。⑪

★
と
も
し
び
運
動「
新
行
動
指
針
」策
定
。⑫

★
本
会
、「
児
童
養
護
施
設
を
終
え
た
者
への
進
学
や
自
立
の
援
助
に
給
付
す
る
」と
い
う
遺
言
に
も
と
づ
き
、
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
を
創
設
。⑪

○
改
正
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
、
補
助
犬
を
連
れ
た
障
害
者
の
受
け
入
れ
を
企
業
に
義
務
づ
け
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
む
等
の
内
容
で
可
決
成
立
。２
０
０
８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
同

　

月
か
ら
企
業
の
受
け
入
れ
義
務
化
へ
。

１０○
２
０
０
６
年
度
に
全
国
の
小
中
高
校
が
把
握
し
た
い
じ
め
の
件
数
は
約　

万
５
０
０
０
件
に
上
る
こ
と
が
、
文
部
科
学
省
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。調
査
対
象
を
拡
大
し
た
り
、
い
じ
め
の
定

１２

義
を
変
え
た
り
し
た
影
響
も
あ
り
前
年
度
の
約
６
倍
に
。

○
厚
生
労
働
省
、
平
成　

年
度
ホ
ー
ム
レ
ス
実
態
調
査
の
分
析
結
果
を
公
表
。今
回
調
査
で
、
新
た
に
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る
新
規
参
入
層
の
割
合
が
減
少
し
、
路
上
に
長
く
留
ま
る
長
期
層
や

１９

路
上
と
屋
根
の
あ
る
場
所
を
行
き
来
す
る
再
流
入
層
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
た
。

★
県
民
児
協
、『
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
活
動
指
針
』を
発
行
。⑫

○
消
防
庁
で
は
全
国
１
８
２
７
市
区
町
村
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策
取
組
状
況
を
調
査
し
、
防
災
関
係
部
局
・
福
祉
関
係
部
局
や
検
討
委
員
会
等
、
全
体
の　

・
８
１５

％
が「
設
置
し
て
い
る
」と
前
年
の
８
・
３
％
の
倍
近
く
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

○
政
府
、
全
都
道
府
県
と
市
区
町
村
に
、
少
子
化
対
策
の「
総
合
司
令
塔
」と
な
る
推
進
本
部
を
設
置
す
る
方
針
を
固
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
、
２
０
０
５
年
都
道
府
県
生
命
表
を
公
表
。も
っ
と
も
平
均
寿
命
の
長
い
都
道
府
県
は
、
男
性
は「
長
野
県
・　
・　

歳
」、
女
性
は「
沖
縄
県
・　
・　

歳
」。

７９
８４

８６
８８

○
政
府
の
障
害
者
施
策
推
進
本
部
、　

項
目
の
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な「
重
点
施
策
実
施
５
か
年
計
画
」を
決
定
。

５７

◇
平
塚
市
で
議
員
提
案
に
よ
る
全
国
初
の
自
殺
対
策
条
例
案
と
な
る『
平
塚
市
民
の
こ
こ
ろ
と
命
を
守
る
条
例
』案
が
可
決
。

▽
第　

回
参
院
選
の
投
開
票
に
よ
り
民
主
党
第
１
党
に
。自
民
党
は
初
め
て

２１

参
院
第
１
党
の
座
を
滑
り
落
ち
る

▽
新
潟
県
中
越
沖
を
震
源
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８
の
地
震
発
生
。柏
崎
市
な

ど
震
度
６
強
を
観
測

▽
県
、
未
成
年
者
の
喫
煙
や
飲
酒
を
防
止
を
目
的
に
、
販
売
店
や
飲
食
店
に

身
分
証
明
書
で
の
年
齢
確
認
を
義
務
付
け
る
県
青
少
年
喫
煙
飲
酒
防
止
条

例
を
施
行

▽
北
海
道
の
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
、
賞
味
期
限
を
改
ざ
ん

▽
岐
阜
県
多
治
見
市
と
埼
玉
県
熊
谷
市
で
観
測
史
上
最
高
の　

・
９
度
を

４０

記
録
。　

年
ぶ
り
の
更
新

７４

▽
米
ミ
ネ
ソ
タ
で
高
速
道
の
橋
崩
落
、
川
に
車　

台
落
下

５０

▽
米
玩
具
大
手
、
中
国
製
１
８
６
０
万
個
を
回
収
へ

▽
横
綱
朝
青
龍
、
２
場
所
出
場
停
止
に

▽
安
倍
晋
三
首
相
、
退
陣
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
の
総
裁
選
で

福
田
康
夫
氏
が
第　

代
総
裁
に

２２

▽
大
リ
ー
グ
イ
チ
ロ
ー
外
野
手
。移
籍
以
降
７
年
連
続
の
シ
ー
ズ
ン
２
０
０
安

打
を
達
成

▽
世
界
柔
道
、
谷
亮
子
選
手
が
最
多
の
７
度
目
Ｖ

▽
県
教
育
委
員
会
、
向
こ
う　

年
間
に
わ
た
っ
て
神
奈
川
の
人
づ
く
り
の
指

２０

針
と
な
る『
か
な
が
わ
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定

▽
台
風
９
号
の
直
撃
で
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
路
面
崩
落
、
十
文
字
橋
の
落
橋

▽
日
本
郵
政
公
社
が
民
営
化

▽
神
奈
川
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生
。箱
根
町
で
震
度
５
強
を
観

測▽
も
ち
菓
子
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
が
、
製
造
年
月
日
を
偽
っ
て
表
示
、
販
売
し
て

い
た
疑
い

▽
県
議
会
本
会
議
、
知
事
の
任
期
を
３
期　

年
ま
で
と
す
る
全
国
初
の
多
選

１２

禁
止
条
例
案
を
可
決
、
成
立

▽
全
国
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
の
平
均
店
頭
価
格
が
初
め
て
１
５
０
円
を
突

破▽
前
防
衛
次
官
、
収
賄
容
疑
で
逮
捕

▽
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
、
中
日
が　

年
ぶ
り
２
度
目
の
日
本
一
に

５３

▽
サ
ッ
カ
ー「
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
」で
浦
和
レッ
ズ
、
初
の
ア
ジ
ア
王

者
に

▽
長
崎
・
佐
世
保
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
銃
乱
射
事
件

▽
首
相
、
年
金
問
題
の「
最
後
の
１
人
ま
で
チ
ェッ
ク
し
て
年
金
を
支
払
う
」と

い
う
内
容
を
撤
回
。陳
謝
の
方
向
へ

▽
首
相
、
薬
害
肝
炎
被
害
者
ら
の
一
律
救
済
法
案
を
議
員
立
法
で
成
立
を

目
指
す
方
針
を
表
明
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　山口県山口市にある「夢のみずうみ
村」は、障害のある人々が生活できる
能力を確認する施設です。この施設
の利用者である臼田喜久江さんは、脳
卒中のために左半身のまひがありま
す。紹介する本は、臼田さんと施設の
代表である藤原茂さんが書かれた、ま
ひがあっても生活ができる具体的な
方法を示した本です。女性であれば、
まひがあっても、家事をして家族に喜
ばれると生活に張りがでますし、主婦
としての存在感を再認識できます。
　読者の方は、この本を手にすると、
片手でリンゴの皮をむくときにお茶
碗を利用する等の色々な工夫や道具
に驚かれるかもし
れません。しか
し、支援される対
象として思われが
ちな障害者本人が
自ら行った生活上
の工夫を執筆した
というだけに、そ
の内容は具体的で
分かりやすく、驚
きつつも納得でき
る内容が多々ある
のです。

★
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
効
果
調
査
研

究
報
告
〜
利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

導
い
た
支
援
効
果
と
誘
因
分
析
に
よ
っ

て
体
系
化
さ
れ
た
支
援
技
術
（
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
）

★
利
用
者
の
声
を
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
な
げ
る
た
め
に　

Ｖ
ｏ
ｌ
3

�

★
定
年
・
転
職

か
ら
は
じ
め
る　

介
護
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ビ
ジ

ネ
ス
（
小
鉢
透
著
、
本
の
泉
社
）

　

定
年
後
は
社
会
貢
献
を
し
た
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方
へ
、介
護
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
や
さ
し
く
わ
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。団
塊

の
世
代
や
主
婦
層
の
豊
か
な
経
験

が
、超
高
齢
社
会
で
の
望
ま
し
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

★
逐
条
解
説　

障
害
者
自
立
支
援
法（
障

害
者
福
祉
研
究
会
編
、
中
央
法
規
）

★
こ
れ
か
ら
の
「
保
育
所
保
育
指
針
」
を

考
え
る
た
め
に
（
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
）

★
児
童
虐
待
防
止
法
等
関
係
法
令
通
知

集
（
虐
待
防
止
法
研
究
会
編
、
中
央
法

規
）

★
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス　

生
活
相
談

援
助
・
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
神
奈
川
県
高

齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
、
中
央
法
規
）

★
心
を
動
か
す
介
護
〜
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
道
志
会　

感
動
の
シ
ー
ン（
川
邊

溪
子
著
、
文
芸
社
）

★
心
に
寄
り
添
う
個
別
介
護
手
順
書
の

作
り
方
（
伊
藤
美
知
著
、
三
輪
書
店
）

★
高
口
光
子
の
は
じ
め
て
の
ケ
ア
リ
ー

ダ
ー
編
〜
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
看

護
介
護
の
リ
ー
ダ
ー
論
2
（
高
口
光
子
・

杉
田
真
記
子
著
、
医
歯
薬
出
版
）

★
基
礎
か
ら
学
ぶ　

気
づ
き
の
事
例
検

討
会
〜
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
い
な
く

て
も
実
践
力
は
高
め
ら
れ
る（
渡
部
律
子

編
著
、
中
央
法
規
）

★
実
践
事
例
で
学
ぶ　

介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
三
菱
総

合
研
究
所
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
研
究
グ
ル

ー
プ
編
、
中
央
法
規
）

〜
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外

部
評
価　

利
用
者
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
見
え
て
き
た
こ
と
（
神
奈
川
県
社
会

福
祉
協
議
会
）

★
平
成　

年
度　

高
齢
者
虐
待
の
防

18

止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
対
応
状
況

等
に
関
す
る
調
査
結
果
（
厚
生
労
働
省

老
健
局
計
画
課
）

★
2
0
0
7
年
版　

新
任
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
の
手
引
き

（
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
会
）

★
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪
〜
心

の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文 
障
害
者
週

間
の
ポ
ス
タ
ー
平
成　

年
度
入
賞
作
品

19

集
（
内
閣
府
）

★
知
的
障
害
者
の
た
め
の
職
場
改
善
に

関
す
る
好
事
例
集
〜
い
き
い
き
と
働
く

障
害
者
を
支
え
る
職
場
づ
く
り（
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
）

★
精
神
保
健
研
究
所
年
報
第　

号
20

（
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
）

資　
　
　
　

料

図　
　
　
　

書

「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～
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★
学
童
保
育
の
実
態

と
課
題
〜
２
０
０
７
年
版
実
態
調
査

の
ま
と
め
（
全
国
学
童
保
育
連
絡
協

議
会
）

　

現
在
の
学
童
保
育
の
実
態
と
と
も

に
、
学
童
保
育
が
法
制
化
さ
れ
た　
１０

年
間
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た

の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
拡
充
・
発

展
さ
れ
て
き
た
の
か
を
確
か
め
ら
れ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『なんでもできる片まひの生
活―くらしが変わる知恵袋』

臼田 喜久江 ， 藤原 茂著

神奈川県立保健福祉大学　リハビリテーション

学科　作業療法学専攻教授  長  谷 龍太郎
なが たに

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

２００３年６月発行
２，５２０円（税込）
青海社
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参加と協働のページ

　

シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
、
高
齢
者
の
日
頃

の
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
及
び
交
流
の
場
を
提
供

し
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
し
、
明
る
く
活
力
あ
る
か
な
が
わ

の
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
今
回
で
三
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
十
一
月

十
七
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
、

神
奈
川
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
の
他
、
県
内

の
六
会
場
で
十
三
種
目
の
競
技
大
会
を
行

い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
永
年
練
習
を
重
ね
た
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
、
い
き
い
き
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ

ー
に
、
シ
ニ
ア
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
ま
し
た
。

　

去
る
十
一
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

間
に
行
わ
れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２

０
０
７
に
百
八
人
の
県
選
手
団
を
派
遣
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
に
よ
り
、
別

表
の
と
お
り
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
無

事
帰
県
し
ま
し
た
。

ゆ
め
か
な
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ 

　

シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会 

20

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

シニアフェスタ２００７
ソフトボール大会

開催日種目

１１／１７卓球

１１／１７グラウンド・ゴルフ

１１／１７ダンススポーツ

１１／１７剣道

１１／１７弓道

１１／１８ゲートボール

１１／１８ソフトバレーボール

１１／１８ペタンク

１１／１９・２０ソフトテニス

１１／２３太極拳

１１／２３・２４
１２／１ソフトボール

１１／２４・２５テニス

１１／２４・２５サッカー

第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会 　
 
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
県
選
手
団
派
遣

２０
ゆ
め
か
な
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ 　
 
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
開
催

シニアフェスタ２００７ 
競技種目の開催日

第２０回全国健康福祉祭
いばらき大会・交流大会結果

成績結果種目名

第１位グループ優秀賞卓球

第４位グループ優秀賞テニス

ご健闘されましたソフトテニス

ご健闘されましたソフトボール

ご健闘されましたゲートボール

優勝ペタンク

第３位弓道

第３位剣道

ご健闘されましたグラウンド・
ゴルフ

優秀賞（８位）太極拳

第１位グループ ブロック別準優
勝

ソフトバレー
ボール

ご健闘されましたサッカー

団体戦：準優勝
個人戦：スタンダードの部（ワルツ）
 ....................................... 優勝　
個人戦：スタンダードの部（タンゴ）
 ....................................... 第３位
個人戦：スタンダードの部（タンゴ）
 ....................................... 優秀賞

ダンス
スポーツ

ご健闘されました健康マージャン

第２０回全国健康福祉祭いばらき大会　ダン
ススポーツ個人戦、スタンダードの部（ワ
ルツ）優勝　藤田昌邦、藤田ヒロ子ペア
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

ラ
ク
ア
ル
・
オ
ダ
サ
ガ
の
二
階
フ
ロ
ア
に

直
結
し
て
い
ま
す
。
店
内
に
入
っ
て
驚
い

た
の
は
、
お
店
が
並
ぶ
通
路
や
随
所
に
設

け
ら
れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
の
広
い
こ
と
！

車
椅
子
ユ
ー
ザ
ー
で
も
悠
々
と
通
る
こ
と

の
で
き
る
広
さ
が
あ
り
、
圧
迫
感
が
全
く

な
い
の
で
開
放
的
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ラ
ク
ア
ル
・
オ
ダ
サ
ガ
の
地
下
施
設
は

駐
車
場
・
駐
輪
場
に
な
っ
て
お
り
、
地
上

は
一
階
か
ら
四
階
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン
や

様
々
な
シ
ョ
ッ
プ
が
並
び
、
他
に
も
カ

フ
ェ
、
美
容
室
、
不
動
産
屋
、
歯
医
者
…

な
ど
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
種
の
テ
ナ

ン
ト
が
集
結
し
、
便
利
な
ス
ポ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生活を目
指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種情報提供、
障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目
指した活動を展開。現在、以下の３ヶ所を拠点に活動中。
＜厚木事務所／法人本部＞ 厚木市愛甲９５３－２
�：０４６－２４７－７５０３　ＦＡＸ：０４６－２４７－７５０８
＜平塚事務所／デイサービスセンター・キルク＞ 平塚市桃浜町２－３６
�：０４６３－３５－２７１０ 　ＦＡＸ：０４６３－３５－２７８６
＜足柄事務所／あしがら自立生活センター＞ 南足柄市関本６０９－１
�：０４６５－７１－０５０１　ＦＡＸ：０４６５－７１－０５０２
法人HP(URL) http://www.kilc.org  E-mail info@kilc.org 

NPO法人　神奈川県障害者自立生活支援センター
小田急線で行く相模原の旅

～相模原・相模大野のニュースポット～
　『相模原』と言えば、2006年から2回にわたり周辺の旧4町
が旧相模原市と合併し、2007年3月には現在の相模原市とし
て生まれ変わったことで記憶にも新しいまちです。今回は、
2007年12月にニューオープンした駅施設や駅ビル情報をい
ち早くキャッチ！　新『相模原市』のうち小田急線沿いの便
利なスポットをご紹介します！

生
ま
れ
変
わ
っ
た『
お
だ
さ
が
』 

〜
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
駅
と
駅
ビ
ル
情
報

　

通
称
『
お
だ
さ
が
』
で
親
し
ま
れ
て
い

る
小
田
急
小
田
原
線
の
『
小
田
急
相
模
原

駅
』
は
、
急
行
が
通
過
す
る
駅
の
中
で
は

二
番
目
に
利
用
客
が
多
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
不
便
の
多
い
駅
施
設
で
し
た
。
そ
れ

が
近
年
、
駅
舎
駅
前
再
開
発
が
進
め
ら

れ
、
二
〇
〇
七
年
に
入
り
順
次
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
駅
舎
各
所
に
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

便
利
な
駅
施
設
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
北
口
の
駅
前
広
場
や
ロ
ー
タ
リ
ー
な

ど
は
ま
だ
工
事
中
で
す
が
、
お
だ
さ
が
駅

ビ
ル
『R
ac-A

L
O
d
asag

a
（
ラ
ク
ア
ル

・
オ
ダ
サ
ガ
）』
が
十
二
月
二
日
に
新
規
オ

ー
プ
ン
！
早
速
、
こ
の
新
施
設
を
訪
れ
て

み
ま
し
た
。

　

改
札
を
北
口
の
方
へ
出
る
と
、
そ
こ
は

駅直結の新便利スポット、
ラクアル・オダサガ

３階のあるお店の前。どこの通路やスペー
スも、広 と々した造りになっています

相
模
大
野
駅
周
辺
で
芸
術
鑑
賞
は
い
か
が
？ 

〜
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野

　

お
だ
さ
が
の
隣
駅
で
あ
る
相
模
大
野

駅
。
こ
の
駅
ビ
ル
で
あ
るstation

S
Q
U

A
R
E

（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
）
も
グ

ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
そ
の
他
雑
多
な

用
事
を
済
ま
す
の
に
便
利
な
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
ち
ろ
ん
健
在
。
今
回
は
相
模
大
野

駅
か
ら
伊
勢
丹
方
面
に
ち
ょ
っ
と
足
を
延

ば
し
て
み
ま
し
た
。

　

相
模
大
野
駅
は
改
札
階
が
二
階
な
の

で
、
北
口
に
出
て
左
手
側
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
地
上
へ
。
商
店
街
を
歩
く
と
正
面
に

見
え
て
く
る
の
が
伊
勢
丹
で
す
。
正
面
入

口
が
あ
る
二
階
へ
あ
が
る
の
に
、
一
見
ド

ー
ン
と
階
段
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
そ
び

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
手
前
左
手
側
の
大

和
パ
ー
ク
駐
車
場
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
利
用
し
て
二
階
に
あ
が
る
と
、
伊
勢
丹

正
面
入
口
の
吹
き
抜
け
広
場
に
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
伊
勢
丹
本
館
を

抜
け
て
奥
に
進
ん
で
行
く
と
、『
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
』
が
並
び
に
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
ホ
ー
ル
で



９
第６７４号　福祉タイムズ　２００８．１．１５

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
は
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

一
階
に
あ
る
「
と
も
し
び
喫
茶
」（
運

営
＝
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
横
浜
駅
西
口
よ
り
徒
歩
五

分
、「
喫
茶
」
の
隣
に
は
「
グ
ッ
ズ
コ

伝
え
て
い
る
と
い
う
店
長
の
住
友
さ

ん
。
接
客
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会

的
な
マ
ナ
ー
や
掃
除
の
仕
方
な
ど
も
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優
し

く
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
と
と
も

に
彼
ら
を
見
守
る
姿
に
愛
情
の
深
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

平
成
三
年
に
開
店
し
て
以
来
、
大
勢

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
県
民
セ
ン
タ
ー
」の
ご
紹
介

名
で
日
々
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん

で
い
ま
す
。
仕
事
に
や
っ
と
慣
れ
て
き

た
新
人
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
忙
し
い
毎

日
を
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
働
い
て

い
ま
す
。

　
「
一
人
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な
い
。
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
生
き
る
の
よ
」
と

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◇
県
民
セ
ン
タ
ー
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
◇

横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町 
2－ 　

－

2
24

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 
1
階

�　

－

　

－

1
4
2
1
㈹

045

311

ー
ナ
ー
」（
十
月
号
で
紹

介
）
が
あ
り
ま
す
。

　

県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

は
、
他
に
も
四
店
を
横
浜

市
内
で
運
営
し
て
お
り
、

各
店
と
の
交
流
も
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

県
民
セ
ン
タ
ー
店
に

は
、
現
在
、
障
害
の
あ
る

方
が
五
名
お
り
、
三
〜
四

の
障
害
の
あ
る
方
が
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
経
験
し
、
学
ん
で
い
き

ま
し
た
。
中
に
は
企
業
に
就

職
し
た
方
も
お
り
、
元
気
な

顔
を
見
せ
に
訪
ね
て
き
て
く

れ
た
と
き
は
、
何
よ
り
も
嬉

し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

苦
し
み
も
喜
び
も
、
彼
ら

と
一
緒
だ
か
ら
乗
り
越
え
ら

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
《小田急電鉄 ～小田急小田原線～ 》
○小田急相模原駅

　　　　地上～改札～各ホーム

　　　　（全てエレベーター完備）

○相模大野駅

　　　　地上～改札～各ホーム

　　　　（全てエレベーター完備）

《ラクアル・オダサガ》
小田急相模原駅直結

※営業時間は各店舗により異なる

※各階に多目的トイレ設置

《グリーンホール相模大野》
○チケットの購入

チケットムーヴ　� ０４２－７４２－９９９９

※車椅子席の販売もこちらで可能

※大ホール入口付近にあるチケッ

トカウンターでも購入可能

○お問合せ

（財）相模原市民文化財団

�０４２－７４９－２２００

http://www.hall-net.or.jp/index.html

は
、
管
弦
楽
団
や
合
奏
団
に
よ
る
演
奏

会
、
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
落
語
家
に

よ
る
寄
席
、
歌
手
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
ペ
ラ
、

講
演
会
な
ど
な
ど
、
数
々
の
芸
術
芸
能
の

イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
常
を
忙
し
く
過
ご
し
て
し
ま

う
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
非
日

常
を
提
供
し
て
く
れ
る
時
間
と
空
間
は
心

身
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
公
演
が
行
わ
れ
る
大
ホ
ー
ル
に

は
車
椅
子
席
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
席
ま

で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
も
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
ホ
ー
ル
で
あ
る

多
目
的
ホ
ー
ル
で
も
、
バ
ル
コ
ニ
ー
席
で

車
椅
子
の
ま
ま
観
覧
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
車
椅
子
ユ
ー
ザ
ー

で
も
芸
術
鑑
賞
を
あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は

開
催
内
容
に
合
わ
せ
て
会
場
内
を
可
動
さ

せ
る
た
め
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
き

は
、
ど
の
公
演
で
ど
の
よ
う
な
車
椅
子
席

が
利
用
で
き
る
の
か
、
確
認
し
て
か
ら
の

ほ
う
が
安
心
で
す
。

　

公
演
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
や
古
典
芸
能
な
ど
を
味
わ
い

に
、
あ
な
た
も
是
非
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？
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川
崎
市
の
巻〜

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
協
働

連連載載

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
九
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
九
回
】

面　　積：１４２．７０平方㎞
人　　口：１，３７１，６２９人（２００７年１１月現在）
高齢化率：１５．６％
施 設 数：高齢者福祉施設等１６６

（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）
障害者福祉施設等１８３
（更生施設・授産施設・支援施設・地域作業所等）
保育所１２０、乳児院１、母子生活支援施設１、
児童養護施設２、障害児施設等（入所・通園施設）４

　

南
北
に
細
長
い
川
崎
市
は
、

多
摩
川
の
恵
み
を
受
け
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年

に
政
令
市
に
指
定
さ
れ
、
南
部

は
京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
し

て
、
北
西
部
は
東
京
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
今
も
人
口
増
加

が
続
き
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
自
ら
が
つ
く
る 

〜
多
摩
区
・M

am
’s
T
IM
E

　

多
摩
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
保
育
つ
き

の
講
座
「M

am
’s
T
IM
E

（
マ
ム
ズ
タ
イ

ム
）」
は
、
乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
母
親
た

ち
が
自
ら
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
多
彩
な

内
容
は
、
毎
回
抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
人
気

で
す
。

　

平
成
十
四
年
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

と
と
も
に
マ
ム
ズ
タ
イ
ム
を
立
ち
上
げ
た

多
摩
区
社
協
の
職
員
は
、「
子
育
て
に
忙

し
い
お
母
さ
ん
が
自
分
を
振
り
返
る
時
間

を
持
つ
こ
と
で
、
母
親
と
し
て
の
気
づ
き

や
成
長
に
つ
な
が
る
の
で
は
、
と
の
思
い

で
企
画
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

初
め
は
参
加
者
側
だ
っ
た
と
い
う
マ
ム

ズ
タ
イ
ム
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

「
自
分
の
子
と
同
じ
く
ら
い
の
子
を
持
つ

方
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
を
見

て
、�
自
分
も
何
か
役
に
立
ち
た
い
�」
と

思
い
、
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
子
育
て
の
合
間
に
事
務
を
行
う
の

は
大
変
」
で
す
が
、「
お
母
さ
ん
方
の
喜
ぶ

顔
を
見
る
と
達
成
感
が
あ
る
の
で
続
け
ら

れ
る
」
と
前
向
き
で
す
。

　

マ
ム
ズ
タ
イ
ム
の
保
育
を
担
当
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ぽ
け
っ
と
」
は
、

区
社
協
の
養
成
講
座
を
経
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
小
林
美
智
子
さ
ん

は
、「
以
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
子
ど

も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
お
返
し
が
し
た
い
」
と
活
動
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
今
や
区
社
協
の
子
育
て
支

援
事
業
全
体
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て「
ぽ
け
っ
と
」は
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

区
社
協
で
は
、「
保
育
つ
き
講
座
へ
の

ニ
ー
ズ
は
高
く
、
運
営
委
員
会
へ
の
支
援

や
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
な
ど
担
い

手
の
一
層
の
充
実
を
め
ざ
し
た
い
」
と
、

住
民
の
持
つ
力
を
丁
寧
に
育
て
て
い
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
利
用
者
の
た
め
に 

〜
中
原
区
・
白
楊
園
と
西
加
瀬
町
内
会

　

社
会
福
祉
法
人
育
桜
福
祉
会
・
白
楊
園

は
、
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
と
し
て

昭
和
六
十
一
年
に
開
所
し
ま
し
た
。
開
所

当
初
か
ら
地
元
の
西
加
瀬
町
内
会
の
会
員

と
な
り
、
二
十
年
以
上
も
互
い
の
行
事
を

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
会
長
で
あ
る
横
田
昭
次
郎
さ

ん
は
、「
町
内
会
の
事
業
計
画
に
も
白
楊

園
へ
の
協
力
と
参
加
を
し
っ
か
り
記
載
し

て
い
ま
す
。
夏
祭
り
は
土
日
で
園
が
お
休

み
な
の
で
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
金

曜
日
に
お
神
輿
を
担
い
で
も
ら
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
、
園
が
地
域
の
行
事
に
参

加
で
き
る
よ
う
気
配
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

園
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
で
あ
る
佐

野
良
さ
ん
は
、「
施
設
職
員
は
異
動
等
で

変
わ
り
ま
す
が
、
地
域
と
利
用
者
の
関
係

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
町
内
会
の
方
々
が
園

の
こ
と
を
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
然

に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
は
何
よ
り
の
財

産
」
と
話
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
元
町

内
会
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
一
方
、

園
の
周
辺
エ
リ
ア
に
は
新
た
な
住
民
の
転

入
も
増
え
て
い
ま
す
。「
住
民
の
方
か
ら

園
に
対
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
時

大和市�

小田原市小田原市�小田原市�

大磯町�

相模原市相模原市�相模原市�

川崎市�

平塚市平塚市�平塚市�
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は
、
住
民
の
方
々
に
園
の
こ
と
を
分
か
っ

て
い
た
だ
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
内
会
の
力
を
借
り
な
が
ら

利
用
者
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
も

っ
と
作
り
た
い
」
と
、
町
内
会
を
基
盤
に

地
域
交
流
の
広
が
り
を
目
指
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
�
育
ち
や
す
い
�

地
域
に
〜
高
津
区
・
県
立
高
津
養
護
学
校

　

去
る
十
一
月
四
日
、
県
立
高
津
養
護
学

校
を
会
場
に
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
、

近
隣
の
住
民
を
は
じ
め
福
祉
施
設
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
行
政
関
係
者
等
百
三
十
人
が

集
ま
り
、
震
災
を
想
定
し
た
避
難
所
設
営

訓
練
や
中
越
地
震
を
体
験
し
た
小
学
校
の

元
校
長
先
生
の
講
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
前
に
は
当
日
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
く
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
の
講

座
も
開
催
さ
れ
、
講
師
と
し
て
参
加
し
た

川
崎
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
代
表
の
植
山
利
昭
さ
ん
は
、「
今
回

の
訓
練
の
よ
う
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
通
し
、
積
極
的
に
地
域
へ
の
投
げ
か
け

を
し
た
い
」
と
話
し
、
今
後
は
学
校
と
近

隣
の
防
災
関
係
グ
ル
ー
プ
と
を
つ
な
げ
、

活
動
の
展
開
を
は
か
り
た
い
と
い
い
ま

す
。

　

学
校
で
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
地
域
と
と

も
に
す
す
め
て
お
り
、
近
隣
の
高
校
生
と

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
活
動
支
援

や
、
地
域
に
住
む
障
害
者
の
た
め
の
公
開

講
座
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
支
援
担

当
教
諭
の
今
泉
修
一
さ
ん
は
、「
地
域
の

方
に
養
護
学
校
と
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
学
校
以
外
で
の

関
係
を
築
き
、
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
今
回
の
訓
練
後
に
は
こ
れ
ま
で
の
実

践
の
発
表
会
を
学
校
の
作
品
展
に
あ
わ
せ

て
開
催
し
、
さ
ら
に
は
近
所
の
住
民
向
け

に
行
事
予
定
入
り
の
手
作
り
防
災
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
地

域
と
の
連
携
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

川
崎
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
取
組
み

に
は
、
施
設
、
学
校
、
町
内
会
な
ど
社
会
資

源
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
活
か
さ
れ
、

特
色
あ
る
協
働
の
姿
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

１２月２１日の講座は、この季節にぴっ
たりのクリスマスリース作り。子
どもたちはボランティアと遊びな
がらお迎えを待ちます

西加瀬町内会の横田会長（右）はじ
め、地域に住む方々とともに夏祭り
は大いに盛り上がり、笑顔があふれ
ます
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　平成１９年は、介護職のイメージダウ

ンにつながる報道が介護業界に吹き荒

れました。コムスン事件をきっかけに

してマスコミが一斉に介護現場の人材

不足や低賃金を報じるようになり、そ

の結果、介護職を懸念する動きが全国

的に広がりました。

　介護福祉士を養成する教育機関でも

今年度の学生募集は、かつてないほど

の低調な結果となっています。折りし

もこの８月、政府は社会福祉事業での

人材確保指針を改正しました。その中

で、国民に対して福祉・介護サービス

の周知理解を図る、という項目があ

り、教育機関が生徒に対してボラン

ティア体験の機会を提供したり、ある

いはマスメディアを通じた広報活動を

行ったりするという内容でした。

　国もやっと重い腰を上げたところで

すが、官民を問わず、できることから

始めてみてはと思います。「みんなに

伝えよう！介護のこと、福祉のこと。

きっと役に立つから。」という言葉が、

今から１０年以上も前の介護の現場で交

わされていました。今一度、この言葉

の意味を問い直し、介護がどんなに尊

く、やりがいのある仕事なのか、また

社会的にとても重要で、世の中からど

んなに必要とされているのか、という

ことを正しく理解される社会を築いて

ゆければと思います。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク183
みんなに伝えよう！
介護の仕事、福祉の仕事

神奈川県介護福祉士養
成校連絡協議会事務局

小林　 根 
はじめ
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ひろば�ひろば�

県社協�
の�

と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

　
「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を
テ

ー
マ
に
、
県
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
作
品
を
募
集
し
た
と
も
し
び
ポ
ス
タ

ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ポ
ス
タ
ー
の

部
が
二
十
八
回
、
絵
本
の
部
が
二
十
一
回

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
ポ
ス
タ
ー
千

八
百
九
十
一
点
、
絵
本
二
百
三
十
五
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
会
を
経
て
、
両
部
門

と
も
、
と
も
し
び
大
賞
一
点
、
最
優
秀
賞

六
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
各
二
十
点
、
計
四

十
七
点
ず
つ
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

去
る
十
二
月
十
六
日
に
横
浜
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
表
彰
式
で
は
、
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
る
中
、
本
会
林
英
樹

会
長
を
は
じ
め
、
後
援
団
体
の
方
か
ら
、

入
賞
者
に
賞
状
・
記
念
品
等
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
審
査
委
員
を
代
表
し
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
は

画
家
の
土
田
邦
彦

さ
ん
、
絵
本
の
部

は
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼

研
修
指
導
主
事
の

渋
川
隆
男
さ
ん
の

お
二
人
か
ら
、
作

品
に
対
す
る
講
評
と
と
も
に
、
今
後
へ
の

期
待
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
平
成
二
十
年
三
月
十
五

・
十
六
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ア
二
〇
〇

八
」
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

作
品
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

多
く
の
方
々
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

施
設
と
住
民
の
思
い
を
つ
な
げ
よ
う 

〜
社
会
福
祉
施
設
の
地
域
福
祉
推
進
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
福
祉
と
は
、「
共
に
生
き
、
支
え
合

う
社
会
づ
く
り
」
を
、
住
民
参
加
と
関
係

機
関
・
団
体
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
っ
て

具
現
化
し
て
い
く
取
組
み
で
す
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
は
福
祉
施
設
が
地
域
に
お
い
て

果
た
す
役
割
や
福
祉
推
進
を
担
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
事

例
報
告
を
基
に
社
会
福
祉
施
設
等
従
事

者
、
民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
関
係
者
が
共
に
考
え
る
機
会

と
し
て
十
二
月
七

日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
調
報
告
で

は
、
神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
教

授
の
太
田
貞
司
氏

よ
り
、
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
・
医
療
制
度
改
革
等
に
よ

る
福
祉
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
、
海
外
と

日
本
の
違
い
、
高
齢
者
福
祉
の
推
移
や
地

域
に
よ
る
支
援
の
相
違
を
示
し
な
が
ら
生

活
や
地
域
ケ
ア
の
質
の
維
持
に
つ
い
て
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
福
祉
推
進
の
活

性
化
に
は
、
地
域
福
祉
を
大
き
く
と
ら

え
、
施
設
や
事
業
の
枠
を
取
り
払
い
、
地

域
住
民
と
共
に
協
働
し
た
取
組
み
が
重

要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
①
（
福
）
麗
寿
会
総

合
施
設
長
の
福
島
廣
子
氏
よ
り
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
地
域
に
出
向
き
、
各
関

係
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
講
座
・
教
室
等

を
開
催
、
住
民
と
入
居
者
が
地
域
の
一
住

民
と
し
て
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
の
取
組
み
、
②
（
福
）
横
須

賀
基
督
教
社
会
館
田
浦
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
利
谷
悦
子

氏
よ
り
、
住
民
自
身
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉

教
育
の
促
進
等
、
隣
保
館
が
地
域
で
活
動

を
展
開
し
て
い
る
取
組
み
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
事
例
と
し
て
③
相
模
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
地
区
活

動
推
進
員
の
笠
井
佐
知
子
氏
よ
り
、
児
童

養
護
施
設
と
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
共
催

の
子
育
て
サ
ロ
ン
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
取

組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
推
進
に
は
、
地
域
と
施
設
が

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
、
ま
た
相
互
を
結

ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

※
本
年
度
の
「
と
も
し
び
大
賞
」
受

賞
作
品
は
、
本
紙
一
面
・
十
六
面

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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合
格
率
は
昨
年
度
を
上
回
る
〜
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
結
果

　

平
成
十
九
年
十
月
二
十
八
日
（
日
）、

「
第
十
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
五
カ
所
（
相
模
女
子
大
学
他
）
の

会
場
で
、
受
験
者
数
は
八
、
一
〇
六
名
、

合
格
者
は
二
、
〇
四
二
名
（
合
格
率
二
十

五
・
二
％
）
で
し
た
。
合
格
率
は
昨
年
度

を
若
干
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

職
種
別
の
合
格
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

受
験
者
数
は
例
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
中
で
も
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
保
有

者
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
こ
こ
数
年

顕
著
な
増
加
傾
向
で
す
。

　

合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
二
月
上

旬
か
ら
、
本
会
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し

ま
す
。

（
福
祉
人
材
研
修
・

介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
の
結

果
を
公
表
し
ま
し
た
！

　

平
成
十
八
年
四
月
に
介
護
保
険
法
が
改

正
さ
れ
、
高
齢
者
が
出
来
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ

れ
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
も
こ
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
外
部
評

価
に
つ
い
て
も
従
来
の
内
容
が
全
面
的
に

見
直
さ
れ
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部

評
価
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
外
部
評
価
は
、
地
域
と
の
か
か

わ
り
や
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

た
め
の
支
援
な
ど
の
百
項
目
に
つ
い
て
自

己
評
価
を
行
い
、
そ
の
う
ち
の
三
十
項
目

が
外
部
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
結
果
か
ら
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
、
地
域
と
の
交

流
・
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
、

利
用
者
の
ペ
ー
ス
や
好
み
に
合
わ
せ
た
生

活
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
た
め
の
事
業
と
し

て
そ
の
特
徴
を
発
揮
し
て
い
る
姿
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

評
価
結
果
の
公
表
に
よ
り
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
す
る
地
域
社
会

の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
担
当
）

所 在 地事 業 所 名№
神奈川区清徳会グループホーム横浜１
神奈川区フェローズガーデン西寺尾２
西 区グループホーム　シエル　西横浜３
西 区スカイホーム横浜４
旭 区サリューブルあさひ弐番館５
金 沢 区グループホーム　そよ風６
金 沢 区ほのぼのほーむ７
緑 区グループホーム　まっとう８
青 葉 区グループホーム　プラチナ・ヴィラ青葉台９
青 葉 区グループホーム　万寿の森１０
都 筑 区高齢者グループホーム　横浜はつらつ１１
都 筑 区高齢者グループホーム　横浜ゆうゆう１２
戸 塚 区グループホーム横浜名瀬・彩り１３
戸 塚 区スカイホーム　湘南１４
戸 塚 区梨雲ハウス平戸１５
泉 区グループホーム　アカシヤの家１６
泉 区グループホームみんなの家　横浜飯田北Ⅰ１７
泉 区グループホームみんなの家　横浜飯田北Ⅱ１８
麻 生 区グループホーム麻生１９
横須賀市グループホーム　アイ・ウィッシュ２０
横須賀市グループホーム　アイ・ウィッシュ馬堀２１
横須賀市グループホームこころ２２
横須賀市グループホームなごみ２３
鎌 倉 市グループホーム　鎌倉常盤の家２４
藤 沢 市ナノス鵠沼２５
大 和 市グループホーム　すみれの家２６
大 磯 町グループホーム　こゆるぎの家２７
二 宮 町グループホーム　かわわの家２８

平成１９年度　地域密着型サービス外部評価　受審事業所一覧

職種別比率
（　）内は昨年度

合格者数（人）
（　）内は昨年度職 種

６３．１７（５８．３）１，２９０（１，０７３）介護福祉士

８．４２　（９．７）１７２　（１７９）看護師

７．８４　（７．３）１６０　（１３４）社会福祉士

４．６５　（７．７）９５　（１４１）介護等業務従事者

４．１１　（７．３）８４　（１３４）相談援助業務従事者

２．１１　（１．４）４３　　（２５）歯科衛生士

１．８１　（１．０）３７　　（１９）薬剤師

１．６７　（１．０）３４　　（１８）栄養士（管理栄養士を含む）

１．２７　（１．１）２６　　（２１）保健師

０．９３　（０．９）１９　　（１７）理学療法士

０．８３　（１．０）１７　　（１９）あん摩マッサージ指圧師

０．６９　（０．８）１４　　（１４）作業療法士

０．５４　（０．４）１１　　（８）精神保健福祉士

０．４９　（１．３）１０　　（２３）准看護師

０．４４　（０．０）９　　（０）柔道整復師

０．２９　（０．０）６　　（０）言語聴覚士

０．２　（０．２）４　　（３）医師

０．１５　（０．３）３　　（６）歯科医師

０．１５　（０．１）３　　（１）助産師

０．１５　（０．２）３　　（３）はり師

０．１　（０．１）２　　（１）視能訓練士

０．０　（０．０）０　　（０）義肢装具士

０．０　（０．０）０　　（０）きゅう師

１００（１００）２，０４２（１，８３９）合 計

平成１９年度介護支援専門員実務研修受講試験職種（資格）別合格状況

※すべて認知症高齢者グループホームです
◇評価結果はWAMNETや本会ホームページ等で公表しています



nformation

１４第６７４号　福祉タイムズ　２００８．１．１５

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。
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本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
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谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
平
成　

年　

月　

日（
木
）　

１９

１２

２０

①
正
会
員
の
入
会
申
し
込
み
、
②
県
社
協

経
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
案
）、
③
平
成　

年
度
県
社
協
事
業
推
進

２０

方
針
（
案
）

◇
新
会
員
紹
介

【
施
設
部
会
】
つ
ち
の
こ
保
育
園
、
サ
ン
・

キ
ッ
ズ
湘
南
、
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
湘
南
、
シ

ー
サ
イ
ド
湯
河
原
、
お
あ
し
す
湘
南
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
、
ア
ガ
ペ
第
２

作
業
所

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ミ
ナ
ー

　

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
か
ら

学
び
あ
い
、
交
流
し
あ
い
、
精
神
障
害
者

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月
２
日（
土
）　
　

２０

１３

時
〜　

時
１７

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
１２

第
２
会
議
室

◇
内
容
＝
基
調
報
告
「
訪
問
活
動
か
ら
み

た
精
神
障
害
者
の
生
活
課
題
」（
秦
野
病
院

看
護
師
長　

山
下
え
み
子
氏
）、
活
動
報

告
（
は
ぁ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
港
北
、
特
非

Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
、
か
も
め
サ
ポ
ー
ト
）

◇
定
員
＝　

名
（
申
込
み
制
）

６０

◇
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
資
料
代
）

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　

�　

－

　

－

１
１
２
１　

０４５

３１２

内
線
３
２
４
２　

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】
▽
県
大
衆
音
楽
協
会
▽
妙
深

寺
婦
人
会
▽
藤
岡
昭
夫
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
㈱
小
田
原
ジ
ム
キ

【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽
子
ど
も
福
祉
基
金
基

◇
内
容
＝
①
機
器
展
示
会
、
②
相
談
会
、

③
交
流
会
、
④
盲
導
犬
体
験
教
室

◇
対
象
＝
視
聴
覚
障
害
者
及
び
家
族
、
保

健
・
福
祉
・
教
育
関
係
者
、
学
生
等

◇
問
合
せ
＝
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

神
奈
川
支
部　

�　

－

　

－

６
２
３
５

０４５

９８５

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
人
材
養
成
講
座

　
　

年　

月
か
ら
始
ま
っ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

０７

１１

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
人
材
講
座
」

の
３
日
目
。
今
回
初
め
て
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月
７
日
（
木
）　

２０

１３

時　

分
〜　

時

３０

１６

◇
場
所
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

３

０
１
会
議
室　

◇
内
容
＝
講
演
会
「
組
織
を
活
か
す
事
務

局
」（
横
浜
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局

次
長　

川
崎
あ
や
氏
）

◇
対
象
＝
県
内
事
業
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ワ
ー
カ

ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
事
務
局
の
方
等

◇
定
員
＝　

名
６０

◇
申
込
み
締
切
＝
１
月　

日
（
金
）

２５

◇
問
合
せ
＝
県
商
工
労
働
部
労
政
福
祉
課

労
働
福
祉
・
男
女
雇
用
平
等
班

�　

－

　

－

５
７
４
４

０４５

２１０

第
４
回
か
な
が
わ
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か

ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ

う
に
構
築
す
べ
き
か
考
え
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月
３
日
（
日
）　

２０

１３

時
〜　

時　

分

１６

２０

◇
会
場
＝
県
総
合
医
療
会
館
７
階
講
堂

（
横
浜
市
中
区
富
士
見
町
３－

１
）

◇
内
容
＝
①
特
別
講
演『「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が

意
味
す
る
も
の
』（
日
本
リ
ハ
病
院
・
施
設

協
会
副
会
長　

石
川
誠
氏
）、
②
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業
の
成
果
と
今
後
の
課
題
」（
石
川
貴

美
子
氏
、
森
貴
久
氏
、
逢
坂
悟
郎
氏
）

◇
定
員
＝
３
０
０
名

◇
申
込
み
方
法
等
＝
所
定
の
申
込
書
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
県
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
込
み
。

定
員
に
達
し
次
第
締
切
、
参
加
費
無
料

◇
問
合
せ
＝
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支

援
セ
ン
タ
ー　

�　

－

　

－
２
６
０
２

０４６

２４９

Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝h

ttp
:/
/
w
w
w
.ch
iik
i-sh
ie

n
-h
p
.k
an
ag
aw
a-reh

ab
.or.jp

/

第
６
回
ア
イ
フ
ェ
ス
タ　

横
浜

in

　

視
覚
・
聴
覚
の
障
害
を
補
う
機
器
や
便

利
グ
ッ
ズ
の
体
験
と
、
専
門
家
と
の
相
談

会
。
入
場
料
無
料
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月　

日
（
日
）　

２０

１０

１０

時
〜　

時
１６

◇
場
所
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
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金
箱
（
県
社
会
福
祉
会
館
設
置
）【
と
も
し
び
基

金
】
▽
県
看
護
協
会
▽
県
共
同
募
金
会
▽
県
身

体
障
害
者
連
合
会
▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
▽

統
合
事
務
局
▽
県
社
会
福
祉
士
会
▽
県
介
護
福

祉
士
会
▽
県
交
通
遺
児
家
庭
の
会
▽
県
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会
▽
県
福
利
協
会
▽
県
医
療
福
祉
施

設
協
同
組
合
▽
県
保
育
会
▽
県
保
育
士
会
▽
ゆ

り
の
会
▽
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
▽
県
心
身
障

害
児
者
父
母
の
会
連
盟
▽
県
肢
体
不
自
由
児
者

父
母
の
会
連
合
会
▽
県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議

会
▽
と
も
し
び
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
店
▽
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
ス
マ
イ
ル
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県

庁
店
▽
と
も
し
び
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
県
民
セ

ン
タ
ー
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
▽
県
私
学
団
体
連

合
会
▽
Ｊ
Ａ
湘
南
・
横
浜
・
か
な
が
わ
西
湘
▽

富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
鶴
嶺
・
大
船
・
松
ヶ

丘
・
倉
見
店
▽
ス
リ
ー
エ
フ
日
ノ
出
町
駅
前
店

▽
箱
根
老
人
ホ
ー
ム
▽
県
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
▽
港
栄
館
▽
よ
し
の

湯
▽
第
二
大
和
湯
▽
中
島
湯
▽
喜
久
の
湯
▽
里

の
湯
▽
日
栄
浴
場
▽
湯
河
原
パ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル

▽
�
県
技
能
士
会
連
合
会
▽
湯
河
原
中
央
温
泉

病
院
▽
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
▽

紫
雲
会
横
浜
病
院
▽
県
社
協
職
員
一
同
▽
箱
根

町
社
協
▽
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
ス
ポ
ル
ト
横
須

賀
▽
�
県
薬
剤
師
会
▽
聖
テ
レ
ジ
ア
病
院
▽
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
▽
ポ
ー
ル
ラ
イ

ト
ひ
か
り
▽
県
立
音
楽
堂
▽
矢
部
の
湯
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
ド
さ
く
ら
ゆ
▽
横
浜
エ
ク
セ
ル
ホ
テ

ル
東
急
▽
千
代
田
湯
▽
県
企
業
庁
経
営
局
経
理

課
▽
平
塚
・
川
崎
各
高
等
職
業
技
術
校
▽
県
土

整
備
部
都
市
整
備
公
園
課
▽
酒
匂
川
下
水
道
整

備
事
務
所
▽
県
障
害
者
就
労
相
談
セ
ン
タ
ー
▽

相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務
所
▽
大
和
・
伊
勢

原
・
二
宮
・
箱
根
各
水
道
営
業
所
▽
県
央
・
湘

南
各
家
畜
保
健
衛
生
所
▽
県
立
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
▽
神
奈
川
・
戸
塚
・
緑
・
麻
生
・
横
須
賀

・
鎌
倉
・
津
久
井
・
大
和
各
県
税
事
務
所
▽
相

模
原
・
小
田
原
・
厚
木
各
児
童
相
談
所
▽
上
矢

部
・
旭
・
金
沢
総
合
・
上
郷
・
津
久
井
浜
・
平

塚
工
科
・
五
領
ヶ
台
・
城
山
各
高
等
学
校
▽
県

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
津
久
井
・
高
津
・
平
塚
・

湘
南
各
養
護
学
校
▽
横
須
賀
三
浦
・
県
央
・
湘

南
・
足
柄
上
・
県
北
各
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ

ー
▽
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
▽
高
相
津
久
井
・

中
・
足
柄
下
・
愛
甲
各
教
育
事
務
所
▽
県
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
▽
か
な
が
わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

▽
温
泉
地
学
研
究
所
▽
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

県
央
支
所
▽
厚
木
・
平
塚
・
鎌
倉
・
茅
ヶ
崎
各

保
健
福
祉
事
務
所
▽
厚
木
・
横
須
賀
・
小
田
原

各
土
木
事
務
所
▽
県
庁
職
員
一
同
▽
県
警
職
員

一
同
▽
家
畜
病
性
鑑
定
所
▽
自
動
車
税
管
理
事

務
所
▽
県
立
金
沢
文
庫
▽
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
▽
県
立
よ
こ
は
ま
看
護
専
門
学
校
▽
三
浦

し
ら
と
り
園
▽
県
立
歴
史
博
物
館
▽
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
足
柄
地
区
事
務
所
▽
県
立
川
崎
図
書

館
▽
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
▽
横
浜
・
川
崎
各

治
水
事
務
所
▽
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
▽

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
県
立
生
命
の
星
・

地
球
博
物
館
▽
県
川
崎
労
働
セ
ン
タ
ー
▽
病
院

局
県
立
病
院
課
▽
遠
藤
寂
香
▽
鈴
木
正
信

（
計　

一
、
三
三
四
、
〇
八
五
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
イ
オ
ン
１
％
ク
ラ
ブ
▽
県
庁

職
員
一
同
▽
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
ジ
ョ
ン
ソ

ン
㈱
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自

動
車
㈱
▽
横
浜
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
適

用
課
▽
川
崎
規
世
▽
斎
藤
真
理
子
▽
清
水
よ
し

ゑ 

（
敬
称
略
）

本年も神奈川トヨタ自動
車（株）より、児童福祉施
設へのケーキの贈呈式が
行われました（写真は日
本水上学園にて）
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｓ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）１
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

　

第
二
十
一
回
と
も
し
び
絵
本
コ
ン
テ

ス
ト
で
大
賞
を
受
賞
し
た
石
川
真
吾
さ

ん（
小
６
）。
今
回
の
受
賞
を
祖
母
が
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
祖
父
と
の
思
い
出
を
通

し
、
笑
顔
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
う

様
子
が
、
淡
く
優
し
い
色
調
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

笑
顔
は
人
の
心
を
癒
し
、
悲
し
み
も

乗
り
越
え
ら
れ
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

絵本の部�
「ともしび大賞」�
　　　作品紹介�

『いつもえがおで』
横浜市立十日市場小学校
６年　石川　真吾

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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